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３ 第六期長期計画における基本目標等について 

第六期長期計画における目指すべき姿と、それを実現するための基本目標及び前提となる基

本課題は下図のとおりである。５つの基本課題は、市政全般に係る分野横断的な課題として抽出

したもので、５つの基本目標に対して横串の関係となり、それぞれが相互に関連する課題である。 

 

 

（１）第六期長期計画における目指すべき姿 

誰もが安心して暮らし続けられる 魅力と活力があふれるまち 

（２）基本目標 

１）多様性を認め合う 支え合いのまちづくり 

   市民一人ひとりの生き方や価値観の多様化が進んでいる。また、様々な異なる背景を持つ

市民の多様化も進んでいる。全ての市民があらゆる場面でお互いを認め合い、理解し合うこと

により、寛容性が育まれ、人と人とのつながりが生まれる。このつながりが信頼感を醸成し、地

域での見守りや支え合いの基礎となる。誰もが安心して住み続けられるよう、一人ひとりの多

様性を認め合う、誰も排除しない支え合いのまちづくりを推進する。 

 

２）未来ある子どもたちが 希望を持ち健やかに暮らせるまちづくり 

   子どもは、まちにとって未来である。子どもがこの武蔵野市でそれぞれの個性をひらき、の

びのびと育つことによって、まちが未来へと続く。子どもはまちの希望であり、活力の源である

との認識を市民全体で共有する。そのうえで、地域全体で子ども・子育てを見守り、支援して

いくことで、子どもを安心して産み育てられ、未来ある子どもたちが希望を持ち健やかに暮ら

せるまちづくりを推進する。 
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 ３）コミュニティを育む 市民自治のまちづくり 

   武蔵野市は、市民自治のまちとして発展してきた。その核となっているのは地域のコミュニ

ティによる支え合いである。人々の価値観が多様化している中で、コミュニティのあり方も変化

している。この変化に対応し、地域の中で多様な主体同士の連携や協働により新たなチャレ

ンジを重ねることで市民自治が進展していく。そして、この市民自治を通じた人と人との結び

つきが、周りの市民の意識にも影響を与え、さらにコミュニティのつながりが育まれるという好循

環のまちづくりを推進する。 

 

４）このまちにつながる誰もが 住み・学び・働き・楽しみ続けられるまちづくり 

   武蔵野市が将来にわたって「住みたい、学びたい、働きたい、訪れたいまち」であり、さらに

「住んで、学んで、働いて、訪れてよかった、楽しかったまち」となることを目指す。そのために、

市民がそれぞれの価値観に合った生き方を実現できるための総合的な施策を充実させるとと

もに、武蔵野市の持つ多様な魅力や価値を内外に発信し共有していくことにより、まちの活力

を向上させる。 

 

５）限りある資源を生かした 持続可能なまちづくり 

   魅力と活力があふれる持続可能なまちを、責任を持って継承していくことが、今を生きる

我々の責務である。未来に向けての積極的な投資を行えるよう、健全な財政を堅持するため

の最大限の工夫と努力をしながら、環境、福祉、経済、教育、文化等、多様な側面から、有限

の資源である人材や物資、財源に加え、情報も含めて資源の有効活用を最大限に図り、持続

可能なまちづくりを推進する。 

 

（３）基本課題 

 

Ａ 少子高齢社会への挑戦 

今後さらに少子高齢社会が進展していく。

本市が持続可能なまちであるために、子どもが

安心して成長できる環境のさらなる充実や、市

民の健康寿命＊を延ばす取組み等を進める必

要がある。また、市民が生活していくうえでの

課題が多様化する中、課題解決のためには

様々な知見や人材の関わりが重要であること

から、新たな担い手の発掘と育成を促進し、地

域におけるまちぐるみの支え合いの取組みを

進めていく必要がある。 

 

Ｂ まちの活力の向上・魅力の発信 

本市の人口は、今後もしばらくは伸びが続く

と推計しているが、緑や街並みを大切にした良

好な住環境を守る方向性は堅持しつつ、より

戦略的なまちづくりにより、これまで市民ととも

に作り上げてきた本市の個性と魅力を磨き上

げ、それを内外に発信していくことで、現在の

市民に長く住み続けてもらうとともに、将来の

市民につながる転入希望者を増やし、まちの

活力を向上させていく必要がある。 

 

Ｃ 安全・安心を高める環境整備 

近年、全国的に地震や水害による大規模な

自然災害が発生している。また、巧妙化する犯

罪等に対する不安も根強く残る中、ハード・ソ

フト両面からの総合的な防災力の強化や防犯

力の向上が求められている。あわせて、様々な

分野において「安心感」を持って日々の暮らし

ができるよう、セーフティネットのさらなる充実を

図る必要がある。 
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Ｄ 公共施設・都市基盤施設の再構築 

住民サービスの基盤であり、さらにはまちの

魅力や都市文化を醸成する重要な要素でもあ

る公共施設や都市基盤施設が、今後順次更

新の時期を迎えることになる。再構築に必要な

多額の財源を確保するために、行財政改革へ

の不断の努力を継続しながら、市民全体でこ

の課題を共有し、適正な規模や水準について

考えていく必要がある。 

 

Ｅ 参加・協働のさらなる推進 

地域における公共的な課題は、多様化・複

雑化してきている。これらに対応するためには、

様々な立場の人々が課題や目的を共有し、知

恵を出し合い、役割を分かち合って取り組ん

でいく必要がある。様々な主体との連携・協働

とともに、市民のまちづくりへの参加を促し、本

市の市民自治のさらなる進展を図っていく必

要がある。
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